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指導の流れ（１～８）に合わせた実践事例及び特別支援学校の実践事例を示す。これ

らの事例を参考に各学校の状況に応じた授業を考案し実施すること。

※各事例について、「法やルールに関する教育」の指導項目でもある、「責任」「ルール」

「公平・公正」「正義」を各表題に付記している。

１ 知る（関心を持つ） 62

・地域情勢を知る（経済、福祉、商工観光、農林漁業、教育）

・地域議会を知る（構成、委員会、議会制度、行政）

２ 調査する 66

・テーマ別調査（地場産業の現状と今後の可能性、少子高齢化

Ｕターン施策、雇用創出）

３ 分析する 68

・ＫＪ法を用いて結果を分類、分析する

・仮説を立てて考えを深める

４ 考える、提案する 73

・課題解決に向けて協働する

・仮説を検証する

・施策として提案する

５ 表現する 79

・マニフェストを作成する

・公約を作成する

６ 議論する 83

・グループディスカッションを行う

・ディベートを行う

７ 判断する 99

・複数の主張や施策の違いを見極める

・自ら理由付けをして判断し、賛成するものを選ぶ

８ 実践する 101

・模擬選挙を行う

・事後の振り返り

特別支援学校実践事例 109



指導の流れ（１～８）に合わせた実践事例及び特別支援学校の実践事例を示す。これ

らの事例を参考に各学校の状況に応じた授業を考案し実施すること。

※各事例について、「法やルールに関する教育」の指導項目でもある、「責任」「ルール」

「公平・公正」「正義」を各表題に付記している。

１ 知る（関心を持つ） 62

・地域情勢を知る（経済、福祉、商工観光、農林漁業、教育）

・地域議会を知る（構成、委員会、議会制度、行政）

２ 調査する 66

・テーマ別調査（地場産業の現状と今後の可能性、少子高齢化

Ｕターン施策、雇用創出）

３ 分析する 68

・ＫＪ法を用いて結果を分類、分析する

・仮説を立てて考えを深める

４ 考える、提案する 73

・課題解決に向けて協働する

・仮説を検証する

・施策として提案する

５ 表現する 79

・マニフェストを作成する

・公約を作成する

６ 議論する 83

・グループディスカッションを行う

・ディベートを行う

７ 判断する 99

・複数の主張や施策の違いを見極める

・自ら理由付けをして判断し、賛成するものを選ぶ

８ 実践する 101

・模擬選挙を行う

・事後の振り返り
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- 1 - 

 

総合的な学習の時間 実践事例【知る】〔責任〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         地域再発見 

３ 指導のねらい 自分たちが暮らす地域のすばらしさを見つけ、地域社会の一員としての郷土愛を育

てる。 

４ 本時の目標   地域の良さや誇れる点を知り、地域社会の一員としての自覚をもつ。 

５ 本時の展開 

過
程 指導内容 学習活動 

指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

 

入 

地域の特徴 

 

○地域の特徴的なこと（特

に良さや誇れる点など）

をあげる。（歴史・地誌・

産業など） 

グ ル ー プ

 

・ １ ～ ２ 例 を 提 示 し 、 生 徒 が 関

心を示すように促す。 

・ 生 徒 の 発 言 を 数 多 く 取 り 上 げ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当分野の

決定 

 

 

 

 

 

地域の特徴

を調べる 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 

交流 

 

 

 

 

○グループ内で一人１分野

の担当を決める（例「歴

史」「観光」「地場産業や

伝統産業」「自然」「人物」

など）。 

 

 

○各分野についてインター

ネットを活用し、個別に

調べる。 

 

 

 

 

 

 

○個別に調べたことについ

て、グループ内で発表・

交流する。 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

 

 

 

個 別

 

 

 

 

 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

 

・具体的な歴史的事象・人物（

偉人）・特産物などを提示する

ことで調べやすくなる。 

 

 

 

 

（インターネットが使用できる

教室環境で展開） 

・最初に市町村のHPを検索する

よう指示し、その後関連サイ

トを検索させる。 

・地域の良さや誇れる点を出来

るだけ多く（または広く）調

べさせ地域再発見につなげた

い。 

・一人ずつ時間を区切り（１～

２分間）、グループ内で発表さ

せる。 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

ま

と

め 

 

グループ

発表 

○グループ交流で出た意見

を発表する。 

一 斉 ・地域の良さや誇れる点を共有

させる。 

 

 

わたしたちの地域の良さや誇れる点を見つけてみよう

- 2 -

平成  年  月  日（ ）  校時 

  総合的な学習の時間   ２年  組  番氏名

 「地域再発見」～地域の良さを見つけよう～ 

《 》グループ 

調査分野 班 員 氏 名 

 歴 史 

 観 光 

自然（環境） 

 産 業 

人物（偉人） 

１．【個別】インターネットを活用して調べよう。 

２．【グループ交流】 地域の良さや誇れる点（再発見したこと）を書きましょう。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

ワークシート
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- 1 - 

 

総合的な学習の時間 実践事例【知る】〔責任〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         地域再発見 

３ 指導のねらい 自分たちが暮らす地域のすばらしさを見つけ、地域社会の一員としての郷土愛を育

てる。 

４ 本時の目標   地域の良さや誇れる点を知り、地域社会の一員としての自覚をもつ。 

５ 本時の展開 

過
程 指導内容 学習活動 

指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

 

入 

地域の特徴 

 

○地域の特徴的なこと（特

に良さや誇れる点など）

をあげる。（歴史・地誌・

産業など） 

グ ル ー プ

 

・ １ ～ ２ 例 を 提 示 し 、 生 徒 が 関

心を示すように促す。 

・ 生 徒 の 発 言 を 数 多 く 取 り 上 げ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当分野の

決定 

 

 

 

 

 

地域の特徴

を調べる 

 

 

 

 

 

 

 

グループ 

交流 

 

 

 

 

○グループ内で一人１分野

の担当を決める（例「歴

史」「観光」「地場産業や

伝統産業」「自然」「人物」

など）。 

 

 

○各分野についてインター

ネットを活用し、個別に

調べる。 

 

 

 

 

 

 

○個別に調べたことについ

て、グループ内で発表・

交流する。 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

 

 

 

個 別

 

 

 

 

 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

 

・具体的な歴史的事象・人物（

偉人）・特産物などを提示する

ことで調べやすくなる。 

 

 

 

 

（インターネットが使用できる

教室環境で展開） 

・最初に市町村のHPを検索する

よう指示し、その後関連サイ

トを検索させる。 

・地域の良さや誇れる点を出来

るだけ多く（または広く）調

べさせ地域再発見につなげた

い。 

・一人ずつ時間を区切り（１～

２分間）、グループ内で発表さ

せる。 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

ま

と

め 

 

グループ

発表 

○グループ交流で出た意見

を発表する。 

一 斉 ・地域の良さや誇れる点を共有

させる。 

 

 

わたしたちの地域の良さや誇れる点を見つけてみよう

- 2 -

平成  年  月  日（ ）  校時 

  総合的な学習の時間   ２年  組  番氏名

 「地域再発見」～地域の良さを見つけよう～ 

《 》グループ 

調査分野 班 員 氏 名 

 歴 史 

 観 光 

自然（環境） 

 産 業 

人物（偉人） 

１．【個別】インターネットを活用して調べよう。 

２．【グループ交流】 地域の良さや誇れる点（再発見したこと）を書きましょう。 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

ワークシート
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- 3 - 

 

総合的な学習の時間 実践事例【知る】〔責任〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         議会の傍聴 

３ 指導のねらい  地方自治体の最高意思決定機関である議会の傍聴を通して、地方行政への関心を高

め公共的な事柄に参画しようとする意識や態度を育てる。          

４ 本時の目標   議会傍聴の事前学習として、地方議会のしくみを理解し、住民および有権者として

の自覚をもつ。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

入 

本 時 の ね

らい 

○本時のねらいと学習内容

を理解する。 

一 斉 ・議会の傍聴を予告し、住民（

有権者）としての自覚を促し

議会への意欲・関心を高める。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方議会

のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問や政

策を考え

る 

 

グループﾟ

発表 

 

 

○地方議会のしくみを理解

する。 

 ・定例会と臨時会 

 ・常任委員会と特別委員

会 

 ・選挙権と被選挙権 

 ・国会と地方議会など 

○本会議の「一般質問事項」

一覧を見て議事内容を検

討する。 

 

 

○（議会の議員を想定し）

議会での質問・意見・提

案をグループで討論させ

る。 

○グループ発表 

 

 

一 斉

 

 

 

 

 

 

一 斉

 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

一 斉

 

 

・市作成の議会案内冊子を使い

地方議会のしくみや住民との

関係を理解させる。 

・制度等の細かい点は深入りし

ないように注意しつつ、国会

（国政）と比較する。 

 

・「一般質問事項」を検討させ関

心を高める。 

 

 

 

・生徒自身が議員の立場である

と想定し、質問や意見、政策

の提案などを話し合わせグル

ープでまとめさせる。 

・「少子高齢社会」、「教育」、「防

災」、「福祉」など具体的なテ

ーマ設定を与えると話しやす

い。 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

ま

と

め 

振り返り ○学習内容を整理し、議会

傍聴の視点を理解する。

一 斉 ・生徒が意識をして議会傍聴す

るよう視点や注目点を示す。

 

 

自らが議員であるとして、質問や意見・政策の提案を考えてみよう 

地方議会のしくみを学ぼう 

- 4 - 

 

 

平成  年  月  日（ ）  校時 

                            

     総合的な学習の時間              ２年  組  番氏名             

 「議会の傍聴」 ～事前学習～ 

〈ノート〉地方議会のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇（地方議会の議員を想定し）議会での質問、意見、政策を考えてみよう。【グループ】 

 

○                                                                 

 

                                                                    

 

○                                                         

 

                                                                    

 

○                                                         

 

                                                                    

 

ワークシート 
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- 3 - 

 

総合的な学習の時間 実践事例【知る】〔責任〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         議会の傍聴 

３ 指導のねらい  地方自治体の最高意思決定機関である議会の傍聴を通して、地方行政への関心を高

め公共的な事柄に参画しようとする意識や態度を育てる。          

４ 本時の目標   議会傍聴の事前学習として、地方議会のしくみを理解し、住民および有権者として

の自覚をもつ。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

入 

本 時 の ね

らい 

○本時のねらいと学習内容

を理解する。 

一 斉 ・議会の傍聴を予告し、住民（

有権者）としての自覚を促し

議会への意欲・関心を高める。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方議会

のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問や政

策を考え

る 

 

グループﾟ

発表 

 

 

○地方議会のしくみを理解

する。 

 ・定例会と臨時会 

 ・常任委員会と特別委員

会 

 ・選挙権と被選挙権 

 ・国会と地方議会など 

○本会議の「一般質問事項」

一覧を見て議事内容を検

討する。 

 

 

○（議会の議員を想定し）

議会での質問・意見・提

案をグループで討論させ

る。 

○グループ発表 

 

 

一 斉

 

 

 

 

 

 

一 斉

 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

一 斉

 

 

・市作成の議会案内冊子を使い

地方議会のしくみや住民との

関係を理解させる。 

・制度等の細かい点は深入りし

ないように注意しつつ、国会

（国政）と比較する。 

 

・「一般質問事項」を検討させ関

心を高める。 

 

 

 

・生徒自身が議員の立場である

と想定し、質問や意見、政策

の提案などを話し合わせグル

ープでまとめさせる。 

・「少子高齢社会」、「教育」、「防

災」、「福祉」など具体的なテ

ーマ設定を与えると話しやす

い。 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

ま

と

め 

振り返り ○学習内容を整理し、議会

傍聴の視点を理解する。

一 斉 ・生徒が意識をして議会傍聴す

るよう視点や注目点を示す。

 

 

自らが議員であるとして、質問や意見・政策の提案を考えてみよう 

地方議会のしくみを学ぼう 

- 4 - 

 

 

平成  年  月  日（ ）  校時 

                            

     総合的な学習の時間              ２年  組  番氏名             

 「議会の傍聴」 ～事前学習～ 

〈ノート〉地方議会のしくみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇（地方議会の議員を想定し）議会での質問、意見、政策を考えてみよう。【グループ】 

 

○                                                                 

 

                                                                    

 

○                                                         

 

                                                                    

 

○                                                         

 

                                                                    

 

ワークシート 
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- 5 - 

 

総合的な学習の時間 実践事例【調査する】〔公平・公正〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         調査「わがまちの施策と地域の取組」 

３ 指導のねらい 地域社会の諸課題について多面的・多角的に考察し、主権者として公正に判断する

力を養う。 

４ 本時の目標   私たちの暮らすまちの具体的な施策を調べ、社会の一員として地域の現状と将来に 

         ついて考える。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

 

入 

本 時 の ね

らい 

○本時のねらいと学習内容

を理解する。 

 

一 斉 ・自治体や地域でどのような施

策や取組がなされているか調

べ、現状と将来について考え

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体の

施策を調

べる 

 

 

 

 

グループ

交流 

 

 

 

○グループごとに調査する

テーマを設定する。 

・「産業振興」 

 ・「少子高齢化対策」 

 ・「Ｕターン施策」 

 ・「教育政策」 

        など 

 

 

○グループ内で分担・協力

して調べる。 

・広報誌などの資料 

 ・インターネット（ＰＣ

やタブレット） 

 ・書籍や新聞記事など 

 

○調べたことについて、グ

ループ内で意見交換し整

理する。 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

 

 

 

 

 

個 別

 

 

 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

 

・生徒が理解しやすいようにテ

ーマについて解説を加え、身

近な施策（又は他の自治体の

施策）の事例を紹介し関心を

高める。 

・施策（条例や制度）の名称の

みではなく、内容・成果や課

題についても詳しく調べさせ

る。 

・市町村広報誌・議会広報誌な

ど参考となる資料を各グルー

プに複数部配布し、調査の手

がかりにさせる。 

・可能なら情報処理室や図書室

へ移動し調べさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

広報

誌他

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

ま

と

め 

発表と整

理 

○グループ発表と整理 一 斉 ・施策や取組の成果と課題を取

り上げ、地域の現状と将来に

ついて考えるよう促す。 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

自治体の施策や地域の取組を調べてみよう 

- 6 - 

 

                                 平成  年  月  日（  ）  校時 

 

     総合的な学習の時間              ２年  組  番氏名             

「わがまちの施策と地域の取組」 

テーマ【           】 

１．わがまち（自治体）の施策・地域の取組を調べよう。 
◇あなたが調べた内容 

・施策の内容 

 

 

・制定（施行時期） 

 

 

・予算（支出） 

 

 

・結果（成果・課題） 

 

 

 

・その他 

 

 

 

○メンバーが調べた内容 

 

・ 

 

 

・ 

 

 

・ 

 

 

・ 

 

 

・ 

 

２．他のグループの発表を聞いて、内容を書こう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

66
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総合的な学習の時間 実践事例【調査する】〔公平・公正〕 
 

１ 対 象 学 年       第２学年 

２ 単 元 名         調査「わがまちの施策と地域の取組」 

３ 指導のねらい 地域社会の諸課題について多面的・多角的に考察し、主権者として公正に判断する

力を養う。 

４ 本時の目標   私たちの暮らすまちの具体的な施策を調べ、社会の一員として地域の現状と将来に 

         ついて考える。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

 

入 

本 時 の ね

らい 

○本時のねらいと学習内容

を理解する。 

 

一 斉 ・自治体や地域でどのような施

策や取組がなされているか調

べ、現状と将来について考え

させる。 

 

 

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体の

施策を調

べる 

 

 

 

 

グループ

交流 

 

 

 

○グループごとに調査する

テーマを設定する。 

・「産業振興」 

 ・「少子高齢化対策」 

 ・「Ｕターン施策」 

 ・「教育政策」 

        など 

 

 

○グループ内で分担・協力

して調べる。 

・広報誌などの資料 

 ・インターネット（ＰＣ

やタブレット） 

 ・書籍や新聞記事など 

 

○調べたことについて、グ

ループ内で意見交換し整

理する。 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

 

 

 

 

 

個 別

 

 

 

 

 

 

グ ル ー プ

 

 

 

 

・生徒が理解しやすいようにテ

ーマについて解説を加え、身

近な施策（又は他の自治体の

施策）の事例を紹介し関心を

高める。 

・施策（条例や制度）の名称の

みではなく、内容・成果や課

題についても詳しく調べさせ

る。 

・市町村広報誌・議会広報誌な

ど参考となる資料を各グルー

プに複数部配布し、調査の手

がかりにさせる。 

・可能なら情報処理室や図書室

へ移動し調べさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

広報

誌他

 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

ま

と

め 

発表と整

理 

○グループ発表と整理 一 斉 ・施策や取組の成果と課題を取

り上げ、地域の現状と将来に

ついて考えるよう促す。 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

自治体の施策や地域の取組を調べてみよう 
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                                 平成  年  月  日（  ）  校時 

 

     総合的な学習の時間              ２年  組  番氏名             

「わがまちの施策と地域の取組」 

テーマ【           】 

１．わがまち（自治体）の施策・地域の取組を調べよう。 
◇あなたが調べた内容 

・施策の内容 

 

 

・制定（施行時期） 

 

 

・予算（支出） 

 

 

・結果（成果・課題） 

 

 

 

・その他 

 

 

 

○メンバーが調べた内容 

 

・ 

 

 

・ 

 

 

・ 

 

 

・ 

 

 

・ 

 

２．他のグループの発表を聞いて、内容を書こう。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 
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公民科 実践事例【分析する】〔公平・公正〕 
 

１ 対 象 学 年       第１学年 

２ 単 元 名         社会保障と国民福祉（５時間中、第１時間目） 

３ 指導のねらい  日本の人口減少の現状を理解するとともに、その原因について仮説を立て 

             その解決方法を考える力を習得する。 

４ 本時の目標   資料を活用して、現状を理解する。 

５ 本時の展開 

過
程 指導内容 学習活動 

指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

 

導 

 

 

 

入 

 

日本の人口

の現状につ

いて 

 

人口減少

の影響 

○資料を読み、日本の人口

の自然増加率及び、今後の

人口動態を理解する。 

 

○人口減少が数十年後の日

本にもたらす影響につい

て理解する。 

一斉 ・人口が減少するだけでなく、

どの地域での減少が著しいか

まで理解させる。 

 

・数十年後には、消滅する可能

性がある自治体が、少なから

ず存在することを理解する。

教 科 書

 

資 料 集

 

総 務 省

試 算 等

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

仮説を立

てる 

○人口が地方から流出する

こと及び、合計特殊出生

率が低下する理由につい

て、考えさせるとともに、

その解決方法やその具体

的な方策について討論す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グルー

プ討論

・まず、個人で考察し、その後

それに基づき、グループで討

論する。 

・討論をする際のルール（自分

のみが話さない。他者の意見

を遮らない等）についても意

識させる。 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

ま 

と 

め 

 

討論の結

果を集約 

○班の意見をまとめ、ワー

クシートに記入させる。

  ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

アイデアに対する反論や、実施する上での課題についても考えさせ、より

具体的・現実的な方策にたどりつけるようにさせる。 

- 8 - 

 

 

 

１ 人口減少社会の到来！ 

・日本の人口：２０１５年＝            ２１００年の予想人口＝ 

 合計特殊出生率：    人（２０１５年）        

・予想のままだと、２１００年の日本はどうなっているでしょう？ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人口減少・流出の理由 

・なぜ、地方から人口が流出するのだろう？         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何故、出生率が低いのだろう？ 

 

・なぜ、合計特殊出生率が低下するのだろう？ 

 

 

 

 

 

３ では、どうすれば？ 

 どうすれば地方からの人口流出を防ぐことができるだろう？ 

ワークシート 

68
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公民科 実践事例【分析する】〔公平・公正〕 
 

１ 対 象 学 年       第１学年 

２ 単 元 名         社会保障と国民福祉（５時間中、第１時間目） 

３ 指導のねらい  日本の人口減少の現状を理解するとともに、その原因について仮説を立て 

             その解決方法を考える力を習得する。 

４ 本時の目標   資料を活用して、現状を理解する。 

５ 本時の展開 

過
程 指導内容 学習活動 

指導 

形態 
指導上の留意点 

教材・

教具等

 

導 

 

 

 

入 

 

日本の人口

の現状につ

いて 

 

人口減少

の影響 

○資料を読み、日本の人口

の自然増加率及び、今後の

人口動態を理解する。 

 

○人口減少が数十年後の日

本にもたらす影響につい

て理解する。 

一斉 ・人口が減少するだけでなく、

どの地域での減少が著しいか

まで理解させる。 

 

・数十年後には、消滅する可能

性がある自治体が、少なから

ず存在することを理解する。

教 科 書

 

資 料 集

 

総 務 省

試 算 等

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

仮説を立

てる 

○人口が地方から流出する

こと及び、合計特殊出生

率が低下する理由につい

て、考えさせるとともに、

その解決方法やその具体

的な方策について討論す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グルー

プ討論

・まず、個人で考察し、その後

それに基づき、グループで討

論する。 

・討論をする際のルール（自分

のみが話さない。他者の意見

を遮らない等）についても意

識させる。 

 

 

ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

ま 

と 

め 

 

討論の結

果を集約 

○班の意見をまとめ、ワー

クシートに記入させる。

  ﾜｰｸ 

ｼｰﾄ 

 

 

 

アイデアに対する反論や、実施する上での課題についても考えさせ、より

具体的・現実的な方策にたどりつけるようにさせる。 

- 8 - 

 

 

 

１ 人口減少社会の到来！ 

・日本の人口：２０１５年＝            ２１００年の予想人口＝ 

 合計特殊出生率：    人（２０１５年）        

・予想のままだと、２１００年の日本はどうなっているでしょう？ 

 

 

 

 

 

 

 

２ 人口減少・流出の理由 

・なぜ、地方から人口が流出するのだろう？         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何故、出生率が低いのだろう？ 

 

・なぜ、合計特殊出生率が低下するのだろう？ 

 

 

 

 

 

３ では、どうすれば？ 

 どうすれば地方からの人口流出を防ぐことができるだろう？ 

ワークシート 
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３ では、どうすれば？ 

①  どうすれば人口が流入するだろう？  

   提案１                                 反論１ 

 

 

 

   提案２                                 反論２ 

 

 

 

   提案３                                 反論３ 

 

 

 

 

班としての結論 

 

 

 

 

②  どうすれば合計特殊出生率が上昇するだろう？ 

    提案１                                 反論１ 

 

 

 

    提案２                                 反論２ 

 

 

 

   提案３                                 反論３ 

 

 

 

 

班としての結論 
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公民科 実践事例【分析する】〔公平・公正、正義〕 
 

１ 対 象 学 年       第１学年 

２ 単 元 名         地域課題を分析する 

３  指導のねらい   地域の課題や必要な施策を論理的に考えることで、現代社会の諸課題について多面

的・多角的に考察し、公正に判断する力を身に付けるとともに、公共的な事柄に自 

          ら進んで参画しようとする意欲や態度を育成する。 

４ 本時の目標   自分たちの地域について知っていることや調べたことを、ＫＪ法を用いて分類、分 

析し、地域の課題とその解決法を探る。地域の課題と解決法を探ることで、選挙の

際に候補者の公約と自分が考えた課題を照らし合わせて投票に生かす力を身に付

ける。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導

入 

 ○選挙で候補者を選ぶためには、自分たち

が暮らす市町村について良く知っていな

いと選べないことに気付く。 

一斉   

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

市町村の

課題を考

える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村の

課題解決

の方法を

探究する 

 

○ＫＪ法を用いて、住んでいる市町村の抱

える課題について考える。 

・５～６人のグループを作り、付箋紙に書

き出した課題ついて説明しながら模造紙

の上に貼る。 

・付箋紙の内容ごとに小グループを作り見

出しを書く。 

・小グループをまとめて中グループを、中

グループをまとめて大グループを作る。

・グループ同士の関連を記号で表す。 

・課題を文章化し、発表する。 

 

 

 

○ＫＪ法を用いて市町村の課題を解決する

方法を探る。 

・５～６人のグループを作り、付箋紙に書

き出した解決の方法について説明しなが

ら模造紙の上に貼る。 

・付箋紙の内容ごとに小グループを作り見

出しを書く。 

・小グループをまとめて中グループを、中

グループをまとめて大グループを作る。

・グループ同士の関連を記号で表す。 

・アイデアを文章化し、発表する。 

個別

のち

グル

ープ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別

のち

グル

ープ

・前時に調べたことを

基にして考えさせる。

・一人５つ程度、付箋

紙に書き出させる。

・一枚の付箋紙に書き

出す課題は１つ。 

・グループ化の際は、

無理やりどこかへ

入れさせない。 

・グループ同士の関連

は、関係有（＝）、因

果関係（→）、対立 

（↔）で表現させる。

 

・一人５つ程度、付箋

紙に書き出させる。

・一枚の付箋紙に書き

出す解決の方法は

１つ。 

・グループ化の際は、

無理やりどこかへ

入れさせない。 

・グループ同士の関連

は、関係有（＝）、因

果関係（→）、対立 

（↔）で表現させる。

付箋

紙 

 

模造

紙 

 

マジ

ック

ま

と

め 

本時の

まとめ 

○首長の選 挙、議会議 員の選挙の 際には 、

考えた 課題 や解決 方法 を候補 者の 公約 と

照らし 合わ せ、候 補者 選びに 役立 てる こ

とができることを理解する。 

一斉   

70
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３ では、どうすれば？ 

①  どうすれば人口が流入するだろう？  

   提案１                                 反論１ 

 

 

 

   提案２                                 反論２ 

 

 

 

   提案３                                 反論３ 

 

 

 

 

班としての結論 

 

 

 

 

②  どうすれば合計特殊出生率が上昇するだろう？ 

    提案１                                 反論１ 

 

 

 

    提案２                                 反論２ 

 

 

 

   提案３                                 反論３ 

 

 

 

 

班としての結論 
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公民科 実践事例【分析する】〔公平・公正、正義〕 
 

１ 対 象 学 年       第１学年 

２ 単 元 名         地域課題を分析する 

３  指導のねらい   地域の課題や必要な施策を論理的に考えることで、現代社会の諸課題について多面

的・多角的に考察し、公正に判断する力を身に付けるとともに、公共的な事柄に自 

          ら進んで参画しようとする意欲や態度を育成する。 

４ 本時の目標   自分たちの地域について知っていることや調べたことを、ＫＪ法を用いて分類、分 

析し、地域の課題とその解決法を探る。地域の課題と解決法を探ることで、選挙の

際に候補者の公約と自分が考えた課題を照らし合わせて投票に生かす力を身に付

ける。 

５ 本時の展開 

過
程

指導内容 学習活動 
指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導

入 

 ○選挙で候補者を選ぶためには、自分たち

が暮らす市町村について良く知っていな

いと選べないことに気付く。 

一斉   

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

市町村の

課題を考

える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市町村の

課題解決

の方法を

探究する 

 

○ＫＪ法を用いて、住んでいる市町村の抱

える課題について考える。 

・５～６人のグループを作り、付箋紙に書

き出した課題ついて説明しながら模造紙

の上に貼る。 

・付箋紙の内容ごとに小グループを作り見

出しを書く。 

・小グループをまとめて中グループを、中

グループをまとめて大グループを作る。

・グループ同士の関連を記号で表す。 

・課題を文章化し、発表する。 

 

 

 

○ＫＪ法を用いて市町村の課題を解決する

方法を探る。 

・５～６人のグループを作り、付箋紙に書

き出した解決の方法について説明しなが

ら模造紙の上に貼る。 

・付箋紙の内容ごとに小グループを作り見

出しを書く。 

・小グループをまとめて中グループを、中

グループをまとめて大グループを作る。

・グループ同士の関連を記号で表す。 

・アイデアを文章化し、発表する。 

個別

のち

グル

ープ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別

のち

グル

ープ

・前時に調べたことを

基にして考えさせる。

・一人５つ程度、付箋

紙に書き出させる。

・一枚の付箋紙に書き

出す課題は１つ。 

・グループ化の際は、

無理やりどこかへ

入れさせない。 

・グループ同士の関連

は、関係有（＝）、因

果関係（→）、対立 

（↔）で表現させる。

 

・一人５つ程度、付箋

紙に書き出させる。

・一枚の付箋紙に書き

出す解決の方法は

１つ。 

・グループ化の際は、

無理やりどこかへ

入れさせない。 

・グループ同士の関連

は、関係有（＝）、因

果関係（→）、対立 

（↔）で表現させる。

付箋

紙 

 

模造

紙 

 

マジ

ック

ま

と

め 

本時の

まとめ 

○首長の選 挙、議会議 員の選挙の 際には 、

考えた 課題 や解決 方法 を候補 者の 公約 と

照らし 合わ せ、候 補者 選びに 役立 てる こ

とができることを理解する。 

一斉   

71
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ＫＪ法の進め方 

 

１．ブレインストーミングの要領で、思いついたアイデア、意見を付箋紙に書き出します。 

 

２．付箋紙を書いた本人が意見を読み上げ、簡単に説明します。参加者は付箋紙に書かれた内容で分類

して、小グループにまとめます。無理にどこかのグループに入れることはしません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３．小グループに見出しを付けます。 

 

４．関連する小グループをまとめて中グループを作り、更に中グループをまとめて大グループをと、次々に

グループ化していきます。 

 

５．全体をじっくり眺めて、グループ間の関係性を読み取り、それを文章化するなどして、問題の解決法を

導き出していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※総務省・文部科学省『私たちが拓く日本の未来－有権者として求められる力を身に付けるために－』（平

成 27 年）より作成。 

 

資 料 

イメージ図 

イメージ図 
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公民科 実践事例【考える・提案する】〔ルール、公平・公正、正義〕 
 

１ 対 象 学 年       第３学年 

２ 単 元 名         社会契約 

３ ね ら い    社会契約説を通じて国家を形成する意義を探究し、国家・社会の形成者として公共 

的な事柄に自ら参画しようとする意欲や態度を養う。 

４ 本時の目標   社会契約を結ぶ過程を体験するなかで、みんなが協働できるようなルールを考え、 

提案することができる。 

５ 本時の展開 

過
程指導内容 学習活動 

指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

入 

 

本時の

内容把

握 

○国民が国家の支配を受ける理由を社会契

約説を手掛かりに学習することを理解す

る。 

一斉 ・国家の刑罰も個人の

権利を侵害している

ことに気付かせる。

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

自然状

態 

社会契

約を体

験 

 

 

 

 

 

 

 

社会契

約にお

ける信

約と権

力の在

り方 

  

 

○法律や政府のない無人島に漂着した人々

が「万人の万人による闘争」になるかを

シミュレーションしてみる。 

○個人の生存・幸福追求のためには「協力」

が必要であり、自然状態から協力するに

至るためのルール（平和への努力・自然

権の相互放棄の信約・信約の遵守）につ

いて、グループで考え、提案する。 

 

 

○ゲーム理論を参考に自然権放棄の約束が

遵守される保障が無いことに気づく。 

○自然権の放棄の約束を強制的に守らせる

ために国家の支配があることに気づく。

 

 

個別

のち

グル

ープ

  

 

・ホッブズの考える万

人の万人による闘

争を考えさせる。 

・生き残るために「協

力」して一斉に「自

然権の放棄」がなさ

れる必要があるこ

とに気付かせる。 

 

 

・「裏切り」について

も考えさせる。 

・互いに裏切らないた

めの第三者による

強制力が必要なこ

とに気付かせる。 

ワー

クシ

ート

ま 

 

と 

 

め 

 

国家を

形成す

る意義 

○国家の支配が、個人の権利を守るための

社会契約であることを理解する。 

○ホッブズの社会契約論では「自然権の無

条件放棄」であり、絶対王政の正当化に

利用されたことを理解する。 

○自然権の放棄や無条件の政府への譲渡に

よってできた国家では、個人の権利が保

障されないことに気づき、国家の支配の

在り方に興味を持つ。 

 

 ・「自然状態」「自然権

」はホッブズの考え

るものであり、ロッ

クやルソーの考え

る「自然状態」「自

然権」とではそれぞ

れ違いがあること

を説明する。 

・この時、ロックやル

ソーの思想にも触

れておく。 

 

 

なぜ、個人が他人の権利を侵害することは許されないのに、国家はそ

れを行うのか。なぜ、私たちは国家の支配を受けなければならないの

か。  

無人島で、「万人の万人による闘争」から生き残るために、島民に提

案するルールを考えてみよう。
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ＫＪ法の進め方 

 

１．ブレインストーミングの要領で、思いついたアイデア、意見を付箋紙に書き出します。 

 

２．付箋紙を書いた本人が意見を読み上げ、簡単に説明します。参加者は付箋紙に書かれた内容で分類

して、小グループにまとめます。無理にどこかのグループに入れることはしません。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３．小グループに見出しを付けます。 

 

４．関連する小グループをまとめて中グループを作り、更に中グループをまとめて大グループをと、次々に

グループ化していきます。 

 

５．全体をじっくり眺めて、グループ間の関係性を読み取り、それを文章化するなどして、問題の解決法を

導き出していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※総務省・文部科学省『私たちが拓く日本の未来－有権者として求められる力を身に付けるために－』（平

成 27 年）より作成。 

 

資 料 

イメージ図 

イメージ図 
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公民科 実践事例【考える・提案する】〔ルール、公平・公正、正義〕 
 

１ 対 象 学 年       第３学年 

２ 単 元 名         社会契約 

３ ね ら い    社会契約説を通じて国家を形成する意義を探究し、国家・社会の形成者として公共 

的な事柄に自ら参画しようとする意欲や態度を養う。 

４ 本時の目標   社会契約を結ぶ過程を体験するなかで、みんなが協働できるようなルールを考え、 

提案することができる。 

５ 本時の展開 

過
程指導内容 学習活動 

指導

形態
指導上の留意点 

教材・

教具等

導 

 

入 

 

本時の

内容把

握 

○国民が国家の支配を受ける理由を社会契

約説を手掛かりに学習することを理解す

る。 

一斉 ・国家の刑罰も個人の

権利を侵害している

ことに気付かせる。

 

 

 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 

 

 

 

 

 

自然状

態 

社会契

約を体

験 

 

 

 

 

 

 

 

社会契

約にお

ける信

約と権

力の在

り方 

  

 

○法律や政府のない無人島に漂着した人々

が「万人の万人による闘争」になるかを

シミュレーションしてみる。 

○個人の生存・幸福追求のためには「協力」

が必要であり、自然状態から協力するに

至るためのルール（平和への努力・自然

権の相互放棄の信約・信約の遵守）につ

いて、グループで考え、提案する。 

 

 

○ゲーム理論を参考に自然権放棄の約束が

遵守される保障が無いことに気づく。 

○自然権の放棄の約束を強制的に守らせる

ために国家の支配があることに気づく。

 

 

個別

のち

グル

ープ

  

 

・ホッブズの考える万

人の万人による闘

争を考えさせる。 

・生き残るために「協

力」して一斉に「自

然権の放棄」がなさ

れる必要があるこ

とに気付かせる。 

 

 

・「裏切り」について

も考えさせる。 

・互いに裏切らないた

めの第三者による

強制力が必要なこ

とに気付かせる。 

ワー

クシ

ート

ま 

 

と 

 

め 

 

国家を

形成す

る意義 

○国家の支配が、個人の権利を守るための

社会契約であることを理解する。 

○ホッブズの社会契約論では「自然権の無

条件放棄」であり、絶対王政の正当化に

利用されたことを理解する。 

○自然権の放棄や無条件の政府への譲渡に

よってできた国家では、個人の権利が保

障されないことに気づき、国家の支配の

在り方に興味を持つ。 

 

 ・「自然状態」「自然権

」はホッブズの考え

るものであり、ロッ

クやルソーの考え

る「自然状態」「自

然権」とではそれぞ

れ違いがあること

を説明する。 

・この時、ロックやル

ソーの思想にも触

れておく。 

 

 

なぜ、個人が他人の権利を侵害することは許されないのに、国家はそ

れを行うのか。なぜ、私たちは国家の支配を受けなければならないの

か。  

無人島で、「万人の万人による闘争」から生き残るために、島民に提

案するルールを考えてみよう。
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国家・社会の形成者として 

１．私たちは、なぜ国家の支配を受けるのか。 

個人が別の個人の財産や身体の自由を奪うことはあってはならないのに、国家が犯罪者に懲役刑や罰 
金刑を科して身体の自由や財産を奪うことが認められているのはなぜだろうか。 

   
            を手掛かりにして考える。 
 
（１）国家ができる前の状態（自然状態）を考える。 

・・・無人島での生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

   どんなことが起こっただろう？      自然状態を想像してみよう！ 

          ホッブズの言う「万人の万人に対する闘争」に 

      

     

Ａ．なる。                     Ｂ．ならない。  

                       

     

 

（２）生き残る方法を考える。―Ａ．「なる」場合を考える。 

  生き残るため、自分を守るためのルールを考え、提案しよう。 

（グループで意見を出し合おう） 

 

 
 
 
 
  
 
 
 

ワークシート 

Ａ太郎が乗った飛行機が無人島に墜落し、生き残ったのはＡ太郎を含めた５人だけ。５人はそれぞ

れに自分が持っていた食糧を食べて命をつないでいた。５人の食糧は次の通り。救助が来るまで協力

して分け合い、食糧を探しに行けば生き残る確率は上がるが、油断して誰かに今の食糧を奪われたら、

生き残る確率は下がる。 

 

設定①「生きるために必要なことは何をしてもよい。」・・・（ 自然権 ） 

設定②「５人の能力や性格は同じ程度」 

理由 理由 

ルール① 平和へ向けて努力する。 

ルール②  

ルール③  

 

社 会 契 約 説 

 Ａ太郎 Ｂ美 Ｃ子 Ｄ男 

食糧 14 日分 10 日分 6 日分 2 日分
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参考）次の状況（8 個のリンゴの奪い合い）を参考に 
もう一度、ルールを追加・修正してみよう。 
 
 
 

 
（３）まとめ―なぜ国家の支配を受けるのか。 
 
 
 
 
（４）さらなる問い 
○無条件に国家に支配を任せてもよいか。自然権を譲渡した権力者が、人々の人権を侵害したらどう

すればいいか。国家の支配の在り方は、どうあるべきか。 
 
 
参考）社会契約説思想家 

 

  Ｄ男 

  ア自然権の放棄 イ自然権の保持 

Ｃ
子 

ア自然権の 
放棄 

Ⅰ 

Ｃ子が４個、Ｄ男が４個 

Ｃ子・Ｄ男共に無傷 

Ⅱ 

Ｃ子が０個、Ｄ男が８個 

Ｃ子・Ｄ男共に無傷 

イ自然権の 
保持 

Ⅲ 

Ｃ子が８個、Ｄ男が０個 

Ｃ子・Ｄ男共に無傷 

Ⅳ 

Ｃ子が２個、Ｄ男が２個 

奪い合って４つはボロボロに 
なり、Ｃ子・Ｄ男共に負傷 

思想家名 ホッブズ ロック ルソー 

自然状態 万人の万人に対する闘争 自然法が支配し、平和だが不完全

な状態 
完全に自由・平等で自足していた

が、財産の私有により不平等な社会

に。 

自然権 自己保存のためにあらゆる

ことをする権利 
自己の生命を守る権利、行為の自

由に対する権利、私有財産に対す

る権利 

無制限の自由と平等を有する権利 

社会契約  ・生命の保障のために自然 
   権を放棄。 
・統治者（個人または合議 

体）に自然権を譲渡 

・人民の信託により政府を樹立

し、法律の支配のもとで、自然

状態を補完する。 
主権在民 

・人民は抵抗権(革命権)を留保 

・自然権を社会全体に譲渡し、一般

意思(公共の利益を目指す普遍の

意思)が法律として制定され、そ

れを執行する政府を信任する。人

民主権 
国家及び

政治制度 

統治者が絶対的な権力を持

つ国家 
間接民主制 小規模な国家での直接民主制 

自分自身を守るために自然権を相互に放棄して、 

特定の人や合議体に譲渡し、 

その命令に服従するよう約束したから。 

 
次の状況では、Ｃ子と 

Ｄ男は、それぞれアかイのどちら 
の選択肢を取るだろうか、考 
   えてみよう。 
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